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CARINGFORCOMPANY
玄関のベルが鳴 り最初 の客 がやって来ると、
その時 からホステスは、すべて客 を楽 しませ
る事に専念 しなくてはならないのです。
大変大 きなパーティ以外はそれぞれ客同士
を招介するのが普通です。 これはホステスが
す る事 になっていますが又ホス トも手伝 いま
す。
又ホス トの手伝 いなしに客の もて なしを し
なければならない時は、一番親 しい友達 に任
せてその部屋 を出る事 も出来ます。
皆んなにとって新 しい珍 らしい客がやって
来た時、小 さい集 りのパーテ ィなら、そこに
来ている人達全員 を1人1人 招介 します。比
較的多人数の場合 になれば、それぞれ客 は小
さいグループを作っていますので、その1番
近いグループに招介 します。 そしてその人が
その グループにはいりやす くなる様、共通の
話題の糸口を見つけ1～2分 は一緒 に話す様
にしましょう。
例 えば ミこの方が幼稚園の事について聞か
れま したので、山本 さんの奥 さんに聞いて見
て下 さい。あの方はお子 さんを去年幼稚園に
入れ られ ましたので、その辺の事情 はよ く御
存知だと思 います。 と云ってお きましたから
よろ しく"と か ここで気を付 け
なくてはいけないのは余 り感情的 になり過 ぎ
て他の客 に不愉快 な思いを させない事です。
例 えば ミこの方は私の知っている内で一番立
派 な方です"等 と招介するのは皆んなを当惑
させるだけで しょう。
もしパーティにカクテルをサーブす るので
あれば、アルコールの含 まれていない飲物を
少 なくとも1種 類は準備 し、強 い飲物を好ま
ない客が気楽 にフルーツパ ンチや又はジンジヤ
ーエールを選べる様 にします。
客の1人 が時間に来 ないからと云って食前
のカクテルを1時 間以上飲 ませないで待 って
いる必要はあ りません。
例 えば夕食を7時 半か らと招待 してあるの
に田中夫妻がその時間 に到着 しない。 そんな
場合、遅 れて来る人のために早 く来た人が被
害 をこうむる事はないのです。ですから先に
始め田中夫妻が来れば弁解がま しい事は何も
云わず に ミ私はあなた方も先に始めるのを望
んでいらっしゃると思いましたので"と 云っ
て済せたらよいで しょう。
食物 を出すのはいいですがそれ を無理 にす
すめてはいけません。 も し誰 かが 、おかわり
をあるいは最初から断 った として も、黙 って
その断 りを受け入れ、誰 をも不愉快 にしない
様 にす ることが大切で、 いらぬ事 を言ってす
すめるのはよくないことです。
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部屋 の暖房 と通風に心 を配 りましょう。客
が眠気を催 すと云 う経験 を度 々 しますが、こ
れは部屋 が暖 かす ぎたり、通風が悪 いと云
う証拠です。
どんなパーテ ィでも室温を低い目にしてお
くのが賢明です。
又デ ィナーパーテ ィを食堂で して、食後を
涼 しい新鮮 な空気の中で楽 しも うと思えば、
食事中居間の窓 を開けて通風 をよくしておく
と云 う気の くばり方が必要です。
パーテ ィ中に論争が起ればホステスはよく
注意 してその場 を上手にきりぬけなければな
りません。特 に知 らな い どうしの客 を招待 し
た場合 には大切です。もしよ く知っている古
い友人でこの2人 が集まればいつも同 じ話題
にっいて論争 を している、と云 う場合は知 ら
ぬ顔 をしている方がよいでしょう。
ところが初 めて合 った人どうしが、政治、宗
教、その他の事 につ いて話がはずみ興奮 し出
す様 になればホステスはフォノグ ラフを鳴 ら
したり、 ダンスにさそった りします。又話題
を変えて百 日草の花壇 の事や子供部屋 のカー
テンについて相談 して見 るの もよいでしよう。
この様 に して気の合わない人 どうしを、話
からも、近 くに居合わすことか らも遠 ざける
左兼にしましょう。
パ ーティ中ホステスは出来 る限 り皆んなと
一 緒にいる様努 めなければなりません。
必要以外に台所には入 らない様に し、台所
での仕事はなるべ く簡単 に、例 えば皿 やその
時使った物 は流 しやカウンターの上 に積んで
その上 から、 ちょっと気のきいたナイロンの
風呂敷 をかぶせて置 くと云 った風にすればよ
いで しょう。
パーティが終 り始めたら、客 を帰 り道へ と案
内することにな りますが、急 いで追 い出す様
に又は45分間位 も ミさようなら・ を云い続 け
てやっと帰 るとい う事 にならない様 にしまし
ょう。
これも又ホス トとホステスの リー ドの仕方
に起因するものです。ドアの所で次の ミーテ ィ
ングやパーテ ィの計画を立て始めたり、新 し
い話題 を出 して又々会話を始めた りしないで
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ただ ミとっても楽 しかったです"と 言って感
謝 の気持 を表現 しあ って別れましょう。
WHATTODOWITHTHE
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パーティをす る場合、子供 が家 にいれば色
々と問題 が多 くなります。 しか しこの機会を
利用 して子供 にパーティの楽 しみや礼儀作法
を教 える様に しましょう。子供達 をある部屋
に閉込 めてお くのではなく、小 さい時 から少
しずっ それに参加 させ、その雰囲気 に慣 れる
様 に したいものです。
客 が家にやって来 るまでに子供達の食事は
済ませ満腹 に しておくとよいで しょう。
前もって子供達 にどの様 に礼儀正 しく客 を
もてなすかの基本的なルールを教 えてお きま
す。例 えば客が部屋 にはいって来れば即座 に
立 って握手 をして ミ今日は誰々さん"と 云 い
なさいとか又その他 何でも客 を'もてなすため
に必要だ と思われる事 を充分 に教えておきま
しょう。
もし子供がパーティ中 に礼儀作法を忘 れる
様 な場合は穏やかに注意 します。それで も聞
かない時には知 らぬふ りをしましょう。余 り
大 げさにするとかえって客や子供達 にもばっ
が悪 くなるものです。
1人1人 の子供に簡単 な仕事を与 える様 に
しましょう。例 えば ドアを開ける、コー トの
掛 ける場所 を教 える、ポテ トチ ップや ピーナ
ッツをすすめる等の仕事があります。
大人のパーテ ィでは子供達 にその場 を独占
されない様 に気 を付 けま しょう。
客 が祖父母だけの場合を除いて子供達 に歌
を歌わせたり、ダ ンスをさせたりその他短 か
いパーフォーマ ンスをさせることのない様 に
したいものです。
子供達のひ きあげる時間をはっきり決めて
おいて、客が食卓 に着 く時 にはベ ッドルーム
に行かせる様 にしましょう。
大人が楽 しんでいるんですから、ベ ッドル
ームにクッキーを少 し届 けてやったり、テレ
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ビを見 る時間をいつ もより特別 半時間位延 し
てやって子供達 にも楽 しみ を分 けてやるのも
必要な事です。
THEWELCOMEGUEST
ホステスには客 を楽 しませる義務がありま
す。それと同様に客 にも犬切 な義務 があ りま
す。 それを説明 してみましょう。
招待 を受ければ早速喜 こんで出席の旨 を伝
えます。 もし断わらなければならない時は、
その理由を詳 しく説明 して断 ります。1度 出
席すると返事 をした場合は特別 な事情がない
限 り受諾 を取 り消 してはいけません。後 から
受 けた他 の招待の方が魅力的であった として
もその理 由で返事 を取消すのはよくない事で
しょう。
先方の家 には丁度いい時刻 に着 く様に.Lま
す。遅刻 をする事はよ くない事ですが余り早
すぎると遅刻よりも返 って迷惑 をかける事に
なりかねます。
車の駐 車にも注意が必要です。パーティの
先客が止めた車やその隣家 の自動車道路 をふ
さがない様 にしなくてはなりません。
ホステスを助け様 と して余 り手伝 い過 ぎま
す と返 ってホステス のじゃまをする事になり
迷惑 になります。
内気な人を見つ けた ら、ホステスが余 り忙
しい時にはホステスの代 りに話 しかけた り、
話 し好 きな人がいたらその人のよい聴 き手 に
なった り、自分でもおも しろい事の1っ や2
っ言って笑わせたり、他人の話や冗談で笑っ
た り、あいつ ちを打 ったりして、その場を楽
しむ様に努 力してみて下 さい。 とっても楽 し
いひ と時を過 したと云 う事がホステスに通 じ
る様 に したいものです。
1日中仕事を して疲 れてパーテ ィに行 けば
この様 に楽 しめるものではありません。
もてなしに甘 えて長居をす るのはよくない
で しょう。パーテ ィがまだまだ終 りそうにな
くっても、常識 を働かせて帰 る時刻 が来れば
勇気を出 して、暇乞いをする最初 の人 となり
ま しょう。他 の人もそれに続 いて帰 る準備 を
すれば、ひそかにホス トやホステスに感謝 さ
れているかもしれません。
帰 りには ドアの所で簡単 にでは あるが、
心 から ミありがとうございました"と 御礼 を
云 いま しょう。
車の所から大声で ミさよ うなら"と 云 うの
は隣 り近所の迷惑を考えない人のすることで
す。
次の日電話をかけてもう1度 ミあ りがとう
ございました"と 御礼 を云 い、昨 日の色々の
思 い出話 しをし、感謝の気持を伝 える事 が出
来 ればそれ以外 にホステスを喜 ばせる方法は
見つか らないと思います。
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